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▶特集では「北里大学の情報マネジメント」とし
て，さまざまなデータを活用し質改善に結びつけた
実践を紹介していただきました。“看護”を「可視
化」することで組織全体に伝わる根拠を手に入れ
られると思います▶今月号を編集した期間は，在
宅中心の勤務から出社が増えました。編集という
仕事も数値化しづらい面があり，アウトカムを「可視
化」する難しさを感じた期間でもありました。単に新
型コロナ以前の働き方に戻すのではなく，オンライン
セミナーなどよかった取り組みは今後も活かしてい
けたらと思います▶実家のある茨城県石岡市は何
もない田舎ですが「関東3大祭りの1つ」「正月や
お盆には帰省しなくても，祭りには帰る」といわれる
「常陸國總社宮例大祭」が毎年 9月に行われま
す。夏休み前になると町には太鼓や笛の練習の音
が響いていたのを懐かしく思いますが，今年は延期
となってしまいました。動画では体感できない熱気を
また生で感じられる日を待ち望みつつ。� （石塚）

▶在宅勤務体制から徐 に々通常の勤務形態に戻
り，初の発行号となります。在宅勤務期間から継続
して，オンライン会議が増えています。「ズーム疲れ
（Zoom fatigue）」という言葉が生まれたそうです
が，私自身が今この状況にあるような気がします。
会議を短時間で効率的に進めるために以前よりも
事前準備をするようになりました。実際に会議が始
まると小さな画面を凝視するなど，リアル会議よりも
集中力が求められ，脳が疲弊しています。他方，病
院職員の方から，オンライン会議導入のメリットもお
聞きしています。例えば，医師の会議出席率が上
がった，職員に対してフェア（公平）に情報を共有
できるようになった，など。当社でも数回オンラインセ
ミナーを行いましたが，「気軽に参加できる」「全国
の看護職とつながれる」などの声をいただいてい
ます。新たな生活様式の獲得に向けてバランスを取
りつつ，オンラインのメリットに注目していきたいと思
います。� （小齋）
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危機のマネジメント 
新型コロナウイルス感染拡大第一波への各組織の対応
世界中で猛威を振るう新型コロナウイルス感染症（COVID-19）。2020 年 1月に国内初の感染
者が確認されました。以後，現在まで完全に収束することはなく，医療現場は厳しい状況に置か
れ続けています。
この未曾有の危機に，各病院の看護管理者はどのように対応してきたのでしょうか。感染拡大
第 2波の到来も予測される中，本特集では，第1波への各組織の対応について，座談会，執
筆原稿，アンケートなどを通じて記録に残すとともに，「危機のマネジメント」のありようについて掘
り下げます。

【院内座談会】東京医科歯科大学医学部附属病院
◉浅香えみ子，ほか

【院内座談会】国立がん研究センター中央病院◉大柴福子，ほか

【院内座談会】聖マリアンナ医科大学附属病院◉本舘教子，ほか

【実践報告】常滑市民病院の取り組み◉久米淳子

【実践報告】市立札幌病院の取り組み◉勝見真澄／千葉美恵子

【実践報告】りんくう総合医療センターの取り組み◉井出由起子

アンケート「現場からの報告」

巻頭シリーズ
【石垣靖子氏・対話シリーズ】

看護と倫理　尊厳を護るケアの担い手として◉石垣靖子

アートとケア◉ケネス・アーノルド

facebookアカウントをお持ちの方は「いいね！」
をお願いします。
//www.facebook.com/kangokanri1991/
twitter アカウントは，@kangokanri です。
合わせてフォローをお願いします。
//twitter.com/kangokanri

facebook，twitterやってます！
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